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学習指導要領 都立飛鳥高校 学力スタンダード（応用） 

(1)

数

と

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 数と集合 

（ア）実数 

   数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単

な無理数の四則計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自然数、整数、有理数、無理数、実数のそれぞれ

の集合について、四則演算の可能性について判断

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実数の絶対値が実数と対応する点と原点との距離

であることを理解する。 

 

 

 

 

 

・
2a の平方根は a であるから、 2a はそのう

ちの 0以上のもの、すなわち、 aa 2 が成り立

つことを理解させる。 

 （例）具体例として 3a の場合を示して、 

2a の値を指導する。 

 

   

 

・置き換えなどを利用して、３項の無理数の乗法の

計算ができる。また、分母と分子がともに２項で

ある無理数の分母の有理化ができ、さらに、無理

数の整数部分や小数部分を求めることができる。 

 

 

 

 

 

(例)   321321   を計算せ

よ。  

 

(例) 下の表において、それぞれの数の範

囲で四則計算を考えるとき、計算がそ

の範囲で常にできる場合には○を、常

にできるとは限らない場合には×をつ

けよ。ただし、除法では 0 で割ること

は考えない。 

加法 減法 乗法 除法

自然数

整数

有理数

実数

 

(例) 次の値を求めよ。 

 (1)   2     (2)   62   
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（イ）集合 

   集合と命題に関する基本的な概念を理解

し、それを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ２つの集合について、共通部分、和集合を求め

ることができる。また、空集合、補集合を理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３つの集合について、共通部分、和集合を求める

ことができる。また、二つの集合について、「ド・

モルガンの法則」を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「かつ」と「または」の否定について、集合の「ド・

モルガンの法則」と関連付けて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例)  U ＝｛n 　n は 1桁の自然数｝を全体

集合とし、U の部分集合A，B ，C に

ついて、以下が成立している。 

B ＝｛1,4,8,9｝， 

BA ＝｛1,2,4,5,7,8,9｝， 

CA ＝｛1,2,4,5,6,7,9｝， 

BA ＝｛4,9｝， CA ＝｛7｝ 

CB  ＝｛1｝， CBA  ＝   

(1) 集合 Aを求めよ。  

(2) 集合 CB  を求めよ。 

 (例) 次の条件の否定を答えよ。 

 (1) 1x  または x≦2  

 (2) 0x   かつ  2y  

(例) }9,8,7,6,5,4,3,2,1{U であるとき 

2 つの集合 }4,3,2,1{A ， }6,4,2{B につ

いて，次の問いに答えよ。 

 (1) BA  

 (2) BA  

 (3) A  

 (4) B  
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イ 式 

（ア） 式の展開と因数分解 

   二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解

を深め、式を多面的にみたり目的に応じて式

を適切に変形したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 一次不等式 

   不等式の解の意味や不等式の性質について

理解し、一次不等式の解を求めたり一次不等

式を事象の考察に活用したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式の置き換えや１つの文字に着目するなどして、

複雑な式を簡単な式に帰着させ、展開・因数分解

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１次不等式や連立不等式を解くことができる。 

 また、文章題にもチャレンジする。 

  

 

 

 

 

 

 

・１次不等式や連立不等式を解き、整数解の個数な

どについて、解を吟味して解決することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 次の問に答えよ。 

(1) 2)( cba  を展開せよ。 

(2) 2323 22  yxyxyx を因数分

解せよ。 

(3) babab 3322 2   を因数分解せ

よ。 

（例） 次の不等式を満たす最小の自然数

を求めよ。 

  nn
2

1
4

5

1
4   

(例) 

(1) 










9467

413

xx

x
 

(2) 23521  xxx  
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(2) 

図

形

の

計

量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

   鋭角の三角比の意味と相互関係について理

解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）鈍角の三角比 

   三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、

鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値

を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鋭角の三角比の定義を理解し、三角比を活用して、

身近なものの長さ（高さ、距離等）や角度を求める

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

・三角比の相互関係や A90 の三角比について理

解し、適切に活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・座標平面を利用して、三角方程式を0°から180°

までの範囲で解くことができる。 

 

 

 

 

 

・三角比の相互関係や A180 の三角比について理

解し、適切に活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例１) 地点A から塔の先端P を見上げた角  

は 60°であった。次に、塔へ向かって水平に

10m 進んだ地点B からP を見上げた角は 45°

であった。先端P の真下の地点をH とすると

き、塔の高さPH を求めよ。 

 

(例)  90C である直角三角形ABC にお 

いて、
5

4
cos A のとき、次の問に答えよ。 

(1) Asin ， Atan の値を求めよ。  

(2) )90cos( A－ ， )90sin( A ， 

)A－90tan( の値を求めよ。 

 

 

(例)  1800 ≦≦ において、次の方程式を

満たす を求めよ。 

 
2

1
cos    

(例１) 次の三角比を 45 以下の角の三角

比で表せ。 

 (1) 110sin    (2) 130tan  

 

(例 2) 
3

1
sin  のとき，  tan,cos の値を

求めよ。ただし，  1800 ≦≦ とする。 
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（ウ）正弦定理・余弦定理 

   正弦定理や余弦定理について理解し、それ

らを用いて三角形の辺の長さや角の大きさを

求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角形の外接円の半径とその三角形の三角比との 

関係を考察し、正弦定理を理解するとともに、正

弦定理や余弦定理を利用して、辺の長さや角の大

きさを求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・円に内接する四角形や三角形の内接円の半径及び

直方体などの切り口としてできる図形の考察に

ついて、正弦定理・余弦定理・三角形の面積の公

式などを活用できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 次の問に答えよ。 

(1) △ABC において、c ＝ 6 ，a ＝2，

C ＝60°のとき、A及び外接円の半径

R を求めよ。 

(2) △ABC  において、a ＝8，b ＝7， 

c ＝13のとき、C を求めよ。 
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(3) 

二

次

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだす

こと。また、二次関数のグラフの特徴について

理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

   二次関数の値の変化について、グラフを用

いて考察したり最大値や最小値を求めたりす

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関数を表現する記号として )(xf を理解し、活用

できる。 

 

 

 

 

 

・２次関数 cbxaxy  2 のグラフの特徴につい

て理解し、与えられた式を適切に変形して二次関

数のグラフをかくことができる。また、与えられ

た条件から、二次関数の式を求めることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２次関数のグラフを活用して、制限された区間（開

区間も含む。）における２次関数の最大や最小に

ついて考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例１) ２次関数 542 2  xxy＝ の軸と 

頂点を求め、グラフをかけ。 

 

(例２) 軸が 2＝x である２次関数のグラ 

フが、２点 )4,1(A  ， )5,4(B を通るとき、 

その２次関数を求めよ。 

 

(例３)グラフが３点 )5,1(A ， )1,2(B ，

)7,3(C  を通る放物線になるような２次

関数を求めよ。 

 

(例) 次の２次関数の最大値、最小値があ

ればそれを求めよ。 

(1) )21(4122 2 ≦≦＝ xxxy   

 

(2) )41(342  xxxy＝  

 

(3) )41(122  xxxy＝  

(例) 関数 42)(  xxf について、 )1(f ， 

)2(f ， )3( af  を求めよ。 
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（イ）二次方程式・二次不等式 

   二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに、数量の関係を

二次不等式で表し二次関数のグラフを利用し

てその解を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２次関数のグラフと x 軸との位置関係を、判別式

D の符号により判断でき、 x 軸との共有点が存

在するとき、共有点の x 座標を求めることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２次関数のグラフと x 軸との共有点が１個又は０

個である場合の２次不等式についても解くこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 次の２次関数のグラフと x 軸との共

有点の個数を答えよ。 

(1) 432  xxy＝   

(2) 442  xxy＝  

(3) 453 2  xxy＝  

(例) 次の２次不等式を解け。 

(1) 0962 ≧ xx  

(2) 01062 ＜ xx  

(3) 01062  xx  
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(4) 

デ 

 

タ

の

分

析 

 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味につ

いて理解し、それらを用いてデータの傾向を把

握し、説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し、それらを

用いて二つのデータの相関を把握し説明するこ

と。 

 

・標準偏差を計算して、複数のデータの標準偏差か

らの散らばりを比較、説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・散布図が表す形状と相関係数の関係について把握

できる。相関係数の絶対値が 1に近いほど相関が

強いことを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 

(例) 次のデータＡ，Ｂについて、標準偏

差から散らばり具合の大きいのはどち

らか。その理由を述べよ。 

Ａ：3,5,4,3,5 

Ｂ：6,8,5,7,6 

(例) 変量 x と変量 y との散布図を作った

ところ、次の図のようになった。 

 y  

 

x  

 
 

２つの変量 x ， y の相関係数として、

最も近い値を下から選びなさい。 

(1) -0.9  (2) -0.6  (3)  0.0 

(4)  0.6  (5)  0.9  (6)  1.0 
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